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　2010 年 10 月の本学と美浜町共催による美浜町防災シンポジウムでは，これらの教員（大場，
磯部，生江）とそのゼミ学生たちによる報告がなされ，これを機会に，引き続き教員有志で自然
災害に関する研究会を持つことになった．
　そして 2011 年 3 月の東日本大震災の衝撃は，こうした防災・避難という観点からの大学教育，
さらに本学のある地元美浜町での実証的な研究の必要性を痛感させた．教育面においては，上記
3 人の教員が担当してオンデマンド科目『地震と減災社会』が 2013 年秋に開講した（受講生は
2013 年度 751 名，2014 年度 623 名）．また，研究面においては，2011 年夏健康科学部大場和久
（システム工学）1，子ども発達学部磯部作2（地理学；2015 年 3 月退職），経済学部生江明3（政治
















　2014 年 10 月に，これまで防災研究会がサポートしてきた美浜町布土区と時志区（両区で布土
小学校区を構成する）は，美浜町役場防災安全課の支援を受けて，内閣府「地区防災モデル事

































　かつて 1889 年（明治 22 年）の市制町村制施行時には 7 万 1 千余あった市町村（基礎自治体）




















































































ば，互いに人や炊き出し食を提供する店などを派遣してきた．東日本大震災の直前の 2011 年 1
月には，宮城県蔵王山の山懐にある豪雪地七ヶ宿町役場へ福住町会は大雪見舞いに訪れたが．今









































































２．大人たちの気づいた ｢ 危険・不安な場所や事柄 ｣ の記録を付け加えて
３．大人たちのハザード・マップ作り
４．｢ 危険を安全 ｣ に，「不安を安心」にするためにできることを検討する．
５．災害が起きる前にできること⇒地域防災計画
６．災害が起きたら行うこと⇒地域避難計画





























平成 22 年 10 月１日現在
町丁・字名
人口（人） 年齢別人口（人） 世帯数（世帯）
























































































































































































　153 人の小学生が通う（2014 年 4 月 1 日現在）布土学区の概要を見てみよう．美浜町東岸の三
河湾に面した両地域は，平成 22 年 10 月 1 日現在の国勢調査統計では，布土区は世帯数 932 であ
り，時志のそれ 71 と合わせて両区でおよそ 1,000 世帯を数え，総人口 2,898 人（女性 1,483，男
性 1,415）と，この町の総人口の約 1 割を占める地域である．
　その内訳から見ると，65 歳以上の高齢人口比率は 27.3％と美浜町全体の 20.0％よりも 7 ポイ
ント余り高く，美浜町の中では高齢化が進んでいる地域であることが判る．これに対して 15 歳
未満人口は 12.4％と町全体の 12.6％より僅かに少ない程度であり，次の世代が特に少ない地区
ではないことが判る．その中間の労働人口（15 ～ 64 歳）は 60.4％と，高齢人口が多い分だけ，
町全体の 64.9％よりも 4.5 ポイント低くなっている．
　美浜町内には，2015 年 1 月 1 日現在で，115 世帯 215 名の外国籍住民が暮らしているが，この
学区内には 5 世帯 14 人の外国籍居住者が住んでいる．防災計画において，こうした外国籍住民
への情報伝達が日本語以外で行われる必要性があることも忘れてはならない．











治の大合併」が行われた 1889 年（明治 22 年）10 月に再度三村は合併し，布土村となった16．敏
腕の愛知県知事深野一三の指揮の下で進められた愛知県の町村合併政策に沿って，1906 年（明
治 39 年）7 月に，布土村は豊岡村の一部と共に河和町と合併した．1906 年の愛知県町村合併は，






いる）．明治 5 年の学制発足時の当初は，宝林寺や浄仙寺内に間借りしていたが，明治 15 年に布





























































































　布土学区の場合，「緊急避難場所」は時志区で 2 カ所，布土区で 3 カ所の計 5 カ所である．伊
勢湾岸の他の学区ごとに，4 から 10 か所の「緊急避難場所」が設定されている．そして，海岸
に近い小学校では，小学校そのものが津波の危険に曝されるため，子どもたちを連れて校外の






























































































































　ほぼ 1,000 世帯あるこの学区には 30 人の消防団員がいる．小さな地域の割には河川数が多く，
比較的大きめの河川 2 本とそれ以外の小さな河川があり，全部で 11 の水門が地域にある．巨大
地震発生時に閉めなければならないならない水門が多いことは，消防団の負担を大きくしている






































害者デイサービス（月曜から土曜日まで朝 9 時から夕方 4 時まで）の施設セルプ・アゼーリアの















































































































































































































































も含め），在留外国人 70 名弱，さらに通学生および教職員約 3,500 名，観光客をこの地域に在留
する人々と捉える時，従来の町内会自治会だけで防災計画を立てることには大きな無理がある．






































































































































昭和の大合併（昭和 28 年町村合併法による、昭和 31 年から昭 36 年までに行わ
れた合併） 9,868 → 3,472
平成の大合併（平成 7 年の地方分権一括法による合併特例法改正により、平成


































めに』2015. 2, pp. 203-211 新評論
13　地方自治には基礎自治体が国に対して持つ自治（団体自治）の側面と，住民自身の自治（住民自治）









15　磯部作「学習にとっての『地域』と地域学習のあり方」，『教育』第 54 巻第 12 号 pp. 88-93，国土社
2004
16　現在も，その布土村時代の村営簡易水道設備の遺構が区内に残っている．




なるものは平成 24 年 3 月末の課税台帳より，建築年が 1981 年の建築基準法以前か以後かで予測した
もの．愛知県が他の都府県に比較して，津波による溺死よりも圧倒的に建物などの倒壊による圧死が
想定されている根拠となっているのも，この固定資産台帳によって判る建築年度である．














Vincent Ostrom, Comparing Urban Service Delivery Systems, 1977










愛知県美浜町　防災 HP ハザード・マップ :　http://www.town.aichi-mihama.lg.jp/docs/2014021300047/
